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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第147期

第１四半期連結
累計期間

第148期
第１四半期連結
累計期間

第147期

会計期間

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
６月30日

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
６月30日

自 平成22年
４月１日

至 平成23年
３月31日

売上高（百万円） 59,484 56,042 236,984

経常利益（百万円） 6,577 3,761 23,534

四半期（当期）純利益（百万円） 3,284 1,054 12,675

四半期包括利益又は包括利益（百万円） △19 1,953 11,970

純資産額（百万円） 178,829 188,524 187,623

総資産額（百万円） 262,526 290,253 271,244

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 12.37 3.97 47.73

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 60.6 57.5 61.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第147期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　当第１四半期連結累計期間に、セグメント情報の「その他」の区分において、FREEWORLD COATINGS LTD.の株式を

公開買付けにより追加取得し、連結子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　又、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 (1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済は緩やかな拡大が続きましたが、中国、インドでは金融引き締めの影

響もあり、景気拡大のテンポが鈍化してまいりました。わが国においては、東日本大震災で寸断されたサプライ

チェーンの復旧が徐々に進みましたものの、経済活動は厳しい状況で推移いたしました。

　当社グループの連結業績につきましては、震災による生産・販売活動の停滞、原材料価格の高騰、及び為替の影響

等を受け、きわめて厳しいものとなりました。海外ではインドにおいて伸長いたしましたものの、中国では伸び悩

み、国内の落ち込みをカバーするにはいたりませんでした。

　これらの結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は560億42百万円（前年同期比5.8％

減）、営業利益は29億57百万円（前年同期比46.4％減）、経常利益は37億61百万円（前年同期比42.8％減）、四半期

純利益は10億54百万円（前年同期比67.9％減）となりました。

　
　セグメントの状況は以下のとおりであります。
　
≪日本≫

　震災による顧客の生産活動の停滞などにより、自動車新車用分野の売上が激減いたしました。自動車補修用分野、

工業分野も同様に、売上が減少いたしました。建築分野では、屋根用遮熱塗料などのラインナップを充実させ、拡販

を図りましたものの、生産設備の被災により、供給に支障が生じたため、売上が減少いたしました。船舶分野では、新

造船の受注環境が厳しく、又、防食分野では、原子力発電所事故の影響により、電力設備向け塗料需要が大きく落ち

込み、ともに売上が減少いたしました。

　これらの結果、当セグメントの売上高は306億12百万円（前年同期比15.8％減）となりました。

　　

≪インド≫

　自動車分野、工業分野、建築分野ともに、依然続く内需拡大により、売上が伸長いたしました。

　この結果、当セグメントの売上高は119億20百万円（前年同期比17.7％増）となりました。

　　

≪アジア≫

　自動車分野では、旺盛な需要に支えられ、タイ、インドネシア等において、工業分野では、中国、タイ等において、そ

れぞれ売上が伸長いたしました。しかしながら、全体では為替の影響を受け、邦貨ベースではわずかながら減少いた

しました。

　これらの結果、当セグメントの売上高は105億4百万円（前年同期比1.3％減）となりました。

　

≪欧州≫

　自動車分野、工業分野ともにトルコでの好調な経済に支えられ、売上が伸長いたしました。

　これらの結果、当セグメントの売上高は28億76百万円（前年同期比30.4％増）となりました。

　

≪その他≫

　当セグメントの売上高は1億28百万円（前年同期比9.8％減）となりました。

　

 (2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は

次のとおりであります。
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　Ⅰ 当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針の内容

　　当社グループは、「顧客に満足される製品及びサービスを提供することによって社会に貢献する」ことを経営の基

本理念としております。即ち、当社グループのコアビジネスである塗料事業を通じて、顧客の満足を得ることが当社

グループの存立基盤であり、その実現により社会に貢献し、企業価値を向上させることが、株主をはじめとする取引

先、従業員、地域社会等、当社グループのステークホルダーに貢献し得るものと考えております。

　　従って、当社では、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、この基本理念を理解したうえで様々なステー

クホルダーとの信頼関係を維持し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を、継続的に確保・向上させていく者

でなければならないと考えております。

　　逆に、上記基本理念を理解せず、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損する者は、当社の財務及び事業の方

針の決定を支配する者として不適切であると考えております。

　

　Ⅱ 基本方針の実現に資する取組み

  当社グループは上記基本理念のもと、創業以来、一貫して塗料についての製品開発を行い事業を営んでまいりま

した。その結果、当社グループは、自動車をはじめとする各種工業製品、建築、建造物、船舶等幅広い分野のお客様と

の良好な関係を構築するに至っており、このようなお客様との関係は、当社グループにとって最も重要な財産の一

つであります。

　基本理念の実現に向け当期は、以下の重点方針を掲げて事業活動を展開してまいりました。

　①　競争力の強化

　技術開発力を強化し、市場のニーズに合致した世界的に競争力のある魅力的な商品を開発し、市場に投入する。

又、業務の効率化を推進し、トータルコスト削減による収益力の強化を図る。

　②　グループ経営の強化

　当社グループ全体の事業構造を見直し、経営資源の集中と塗料事業及び周辺分野への重点投資を行い、グループ

としての価値観・戦略を共有し、シナジー効果を極大化する。

　③　グローバル化の推進

　国際市場における競争優位性を確保するため、日本、欧米並びに成長が期待されるアジア及び新興国において関

係会社・提携先との連携を一層強化し、海外事業の連結業績への貢献度を一段と高める。

　④　企業の社会的責任の推進

　資源を保護し、環境を守り、豊かな社会を建設・持続させるという塗料本来の使命を充分に自覚し、レスポンシ

ブル・ケア宣言に基づいた、環境・安全・健康問題に対してより総合的な見地から地球環境保全の取り組みを継

続する。又、コンプライアンスの徹底、社会的貢献活動及び的確な情報開示を推進し、企業としての社会的責任を

誠実に果たす。

　　又、今後とも、グループ各社の経営資源を最大限に活用し、収益を重視した事業展開を進めるとともに、業務改革を

強力に推進し、経営基盤の拡大強化に努め、継続的な企業価値向上と株主共同の利益の維持、拡大に努めてまいりま

す。

　

Ⅲ　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

　　取組み

　当社は、平成19年６月28日開催の第143回定時株主総会において、株主の皆様のご承認をいただき、特定株主グルー

プの議決権割合を20％以上とすることを目的とする当社株式の買付行為、又は特定株主グループの議決権割合が結

果として20％以上となる当社株式の買付行為に関する対応方針として、「当社株式の大規模買付行為に関する対応

方針」いわゆる買収防衛策を導入し、平成21年６月26日開催の第145回定時株主総会及び平成23年６月29日開催の

第147回定時株主総会において、株主の皆様のご承認をいただき、これを継続しております。

  本対応方針は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保・向上させることを目的として、①大規模買付者

に対して、事前に必要かつ十分な情報の提供を求め、②株主の皆様が適切に判断するために必要な情報や時間、ある

いは当社取締役会による代替案の提示を受ける機会を確保したうえで、③大規模買付行為がなされた場合の対応方

針として、当社取締役会から独立した独立委員会の勧告を最大限尊重するかたちで、大規模買付者が大規模買付

ルールを遵守しないなど、当該買付行為が当社企業価値及び株主共同の利益を著しく損なう場合には、対抗措置と

して新株予約権の無償割当てを行うことを内容としています。

　なお、本対応方針の詳細につきましては、インターネット上の当社ウェブサイト(http://www.kansai.co.

jp/finance/index.html）に掲載の「当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）の継続につい

て」をご参照ください。
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Ⅳ 上記取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

　Ⅱの取組みは、まさに当社の基本方針を具体化したものであり、当社役員の地位の維持を目的とするものではな

く、当社の株主共同の利益に資するものであります。

　又、Ⅲの取組みは、

　①株主の皆様が適切に判断するために必要な情報や時間、代替案の提示を受ける機会を確保すること等を可能と

することによって、当社企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をもって導入され

ていること。

　②株主総会での導入・廃止、２年間という有効期間の設定など、その導入・消長の場面において、株主の皆様のご

意向が反映される仕組みとなっていること。

　③独立委員会は３名以上の社外有識者により構成され、独立した第三者の助言を受けることができるとされてい

ること、当社取締役会は、対抗措置を発動するか否かを決定するにあたって、独立委員会の勧告を最大限尊重す

るものとされていることなど、独立性の高い独立委員会により、当社取締役会が恣意的に対抗措置の発動を行

うことのないよう厳しく監視することによって、当社企業価値及び株主共同の利益に資する範囲で本対応方針

の運用が行われる仕組みが確保されていること。

　④大規模買付行為に対する対抗措置は、あらかじめ定められた合理的かつ詳細な客観的要件が充足されなければ

発動されないように設計されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みが確保されて

いること。

　⑤買収と無関係の株主に不測の損害を与えるものではないこと。

　⑥取締役の構成員の過半数を交代させてもなお、発動を阻止できない買収防衛策ではないこと。

などから、企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上の原則、事前開示・株主意思の原則及び必要性・相当性

確保の原則を充足しており、高度の合理性を有しております。よって、当社役員の地位の維持を目的とするものでは

なく、当社の基本方針に沿い、企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであります。

  

(3）研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の総額は、12億45百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）従業員数

　　当第１四半期連結累計期間において、FREEWORLD COATINGS LTD.の株式を公開買付けにより追加取得し、連結子会社

といたしました。これに伴い、セグメント情報の「その他」の区分における当社グループの従業員数は、2,413名増

加しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 793,496,000

計 793,496,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年8月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 272,623,270 272,623,270

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数1,000株

計 272,623,270 272,623,270 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 272,623,270 － 25,658 － 27,154

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】
 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－ 単元株式数1,000株

普通株式 6,223,000

（相互保有株式）
－ 同上

普通株式 1,714,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 263,102,000 263,102 同上

単元未満株式 普通株式 1,584,270 － －

発行済株式総数 272,623,270 － 単元株式数1,000株

総株主の議決権 － 263,102 －

 

②【自己株式等】
 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      
関西ペイント株式会社 兵庫県尼崎市神崎町33番１号 6,223,000 － 6,223,000 2.28

（相互保有株式）      
株式会社扇商會 大阪市北区西天満３丁目13番７号 1,170,000 － 1,170,000 0.42
株式会社エル・ミズホ 大阪市北区西天満６丁目１番12号 364,000 － 364,000 0.13
株式会社アビィング 岡山市北区上中野１丁目16番２号 120,000 － 120,000 0.04
株式会社フレックス 大阪市淀川区加島１丁目37番56号 30,000 － 30,000 0.01
中央ペイント株式会社 大阪市淀川区三津屋中２丁目１番25号 30,000 － 30,000 0.01

計 － 7,937,000 － 7,937,000 2.91

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 41,491 21,181

受取手形及び売掛金 67,999 71,315

商品及び製品 14,411 18,895

仕掛品 2,932 3,383

原材料及び貯蔵品 8,091 10,573

その他 7,446 9,162

貸倒引当金 △1,623 △1,767

流動資産合計 140,749 132,744

固定資産

有形固定資産 56,632 66,381

無形固定資産

のれん 151 15,794

その他 2,438 12,041

無形固定資産合計 2,590 27,836

投資その他の資産

投資有価証券 60,071 52,150

その他 11,460 11,373

貸倒引当金 △260 △232

投資その他の資産合計 71,271 63,291

固定資産合計 130,494 157,509

資産合計 271,244 290,253
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 47,635 50,811

短期借入金 842 3,787

1年内返済予定の長期借入金 432 1,637

未払法人税等 3,030 2,020

賞与引当金 3,508 2,267

その他 10,472 13,511

流動負債合計 65,921 74,036

固定負債

長期借入金 372 7,576

退職給付引当金 6,159 6,649

その他 11,167 13,467

固定負債合計 17,698 27,692

負債合計 83,620 101,729

純資産の部

株主資本

資本金 25,658 25,658

資本剰余金 27,154 27,154

利益剰余金 116,913 116,513

自己株式 △5,702 △5,703

株主資本合計 164,023 163,622

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,276 11,823

繰延ヘッジ損益 388 －

為替換算調整勘定 △9,493 △8,670

その他の包括利益累計額合計 3,171 3,153

少数株主持分 20,428 21,748

純資産合計 187,623 188,524

負債純資産合計 271,244 290,253
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 59,484 56,042

売上原価 42,139 41,117

売上総利益 17,345 14,924

販売費及び一般管理費 11,826 11,966

営業利益 5,519 2,957

営業外収益

受取利息 44 48

受取配当金 401 444

持分法による投資利益 464 193

雑収入 353 273

営業外収益合計 1,263 959

営業外費用

支払利息 37 21

たな卸資産廃棄損 41 27

支払補償費 40 34

雑支出 85 72

営業外費用合計 205 156

経常利益 6,577 3,761

特別利益

段階取得に係る差益 － 338

貸倒引当金戻入額 94 －

固定資産売却益 6 7

負ののれん発生益 － 1

特別利益合計 100 347

特別損失

固定資産除却損 49 36

関係会社株式売却損 － 6

投資有価証券評価損 33 －

災害による損失 － 136

特別損失合計 82 179

税金等調整前四半期純利益 6,595 3,928

法人税等 2,316 2,082

少数株主損益調整前四半期純利益 4,278 1,846

少数株主利益 994 791

四半期純利益 3,284 1,054
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,278 1,846

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,557 △654

繰延ヘッジ損益 － △388

為替換算調整勘定 △822 901

持分法適用会社に対する持分相当額 82 248

その他の包括利益合計 △4,298 107

四半期包括利益 △19 1,953

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △857 1,036

少数株主に係る四半期包括利益 837 917
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

(1）連結の範囲の重要な変更

持分法適用の関連会社でありましたFREEWORLD COATINGS LTD.は、当第１四半期連結会計期間中に公開買付けにより

株式を追加取得し、連結子会社としております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費（百万円） 1,730 1,633

のれんの償却額（百万円） 46 35

負ののれんの償却額（百万円） 26 10

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,332 5.00

平成22年

３月31日

平成22年

６月30日
利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,331 5.00

平成23年

３月31日

平成23年

６月30日
利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

日本 インド アジア 欧州 計

売上高（百万円）      　 　   

(1）外部顧客への売上高 36,36410,12910,6422,20559,34214259,484 － 59,484

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,204 4 52 5 3,267 － 3,267△3,267 －

計 39,56910,13410,6952,21062,60914262,751△3,26759,484

セグメント利益（百万円） 3,1051,4281,797 141 6,474102 6,576 1 6,577

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、米国等の現地法人の事業活動

を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

４．日本、インド以外の各セグメントに属する主な国又は地域

アジア……タイ、中国、マレーシア等

欧州………トルコ、英国等

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

日本 インド アジア 欧州 計

売上高（百万円）      　 　   

(1）外部顧客への売上高 30,61211,92010,5042,87655,91312856,042 － 56,042

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,637 4 63 － 2,706 － 2,706△2,706 －

計 33,25011,92510,5682,87658,62012858,748△2,70656,042

セグメント利益（百万円） 461 1,5661,548 187 3,763△2 3,761 △0 3,761

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、米国・南アフリカ等の現地法

人の事業活動を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

４．日本、インド以外の各セグメントに属する主な国又は地域

アジア……タイ、中国、マレーシア等

欧州………トルコ、英国等
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（企業結合等関係）
　 
当第１四半期連結会計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　FREEWORLD COATINGS LTD.

事業の内容　　　　　塗料及び塗料関連製品の製造・販売

（2）企業結合を行った主な理由

建築塗料を中心に、アフリカ市場（サハラ以南アフリカ）への本格参入・展開を図るためであります。

（3）企業結合日

平成23年４月26日

（4）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（5）結合後企業の名称

FREEWORLD COATINGS LTD.

（6）取得した議決権比率

株式取得直前に所有していた議決権比率　　 27.6％

企業結合日に追加取得した議決権比率　　　 64.8％

取得後の議決権比率　　　　　　　　　　　 92.4％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社による現金を対価とする株式取得であります。

　

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　貸借対照表のみ連結しております。

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価
企業結合直前に所有していた株式の企業結合日における時価 8,220百万円

企業結合日に追加取得した株式 18,611百万円

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 529百万円

取得原価  27,361百万円

　

４．被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

段階取得に係る差益　　338百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

1,285百万南アフリカランド（15,668百万円）

当該金額は、暫定的に算定された金額であります。

（2）発生原因

取得原価とFREEWORLD COATINGS LTD.に係る当社持分相当額との差額をのれんとして処理しております。

（3）償却方法及び償却期間

　投資効果の発現する期間において均等償却する予定であります。なお、償却期間については算定中であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12.37円 3.97円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 3,284 1,054

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,284 1,054

普通株式の期中平均株式数（千株） 265,508 265,587

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

関西ペイント株式会社
取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山中　俊廣　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　東平　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 黒川　智哉　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている関
西ペイント株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日
から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、関西ペイント株式会社及び連結子会
社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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